
 

 

 

 

 

 

調査票 
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２０２３年度 沖縄県ひとり親世帯等実態調査 

（母子父子世帯用） 

沖縄県子ども生活福祉部  

青少年・子ども家庭課 

 

この調査は、沖縄県のひとり親世帯等のみなさまの生活実態を総合的に把握し、よりよい福祉行政を進める

ための基礎資料を得ることを目的に、おおむね５年に１度調査を行うものです。 

ご多忙とは存じますが、調査の趣旨をご理解の上、ご協力くださいますようお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記入について 

 

提出について 

 

お問合せ 

 

県内の全市町村の協力を得て、母子世帯、父子世帯と考えられる世帯を住民基本台帳などから把握し、無作為抽出によりこ

の調査票をお届けしています。 

一部の方で該当しない可能性があります。その場合は大変恐縮ですが、１ページ目をご確認いただきご返送をお願いします。 

◎この調査では、２０２３年１０月１日現在の状況をお答えください。 

◎お名前やご住所を書く必要はありません。 

◎調査の回答は統計的に処理し、個人を特定することはありません。また、目的以外に使うことはありません。 

◎答えたくない質問には、答える必要はありません。 

◎鉛筆またはボールペンで回答してください。 

◎答えは、あてはまる番号に〇印をつけるか、数字や文章で書いてください。 

◎同封の返信用封筒に記入いただいた調査票を入れて、提出期限までにポストに投函ください。（切手不要） 

◎インターネットでも回答できます。詳細は、同封の「ご協力のお願い」をご参照ください。 

※調査票に記載されている ID、パスワードはWEBアンケートのためのものです。個人を特定することに使用しておりません。 

◎回答いただいた方みなさまに、QUOカード（500円）を進呈いたします（ただし、問１で「該当しない」と

回答した方は対象外となります）。 抽選ではなく、ご希望の方全員にお送りします。 

同封のQUOカード送付用封筒に送付先のご住所・お名前をご記入の上、調査票とともに返送ください。 

受託事業者  一般社団法人 Co-Link（コリンク）    調査協力：沖縄大学 

TEL：０９８－９４３－８９３８（受付時間９～17時 月～金）    Mail: info@co-link.okinawa 
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【問１】あなたの世帯は、「母子世帯」「父子世帯」にあてはまりますか。（あてはまるもの１つに〇） 

１．母子世帯に該当する 

問２に進み、最後の質問までお答えください。 

２．父子世帯に該当する 

   

３． 該当しない  

これで調査は終わりです。同封の返信用封筒でご返送ください。 

ご協力ありがとうございました。 

※該当しない方には、QUOカードの進呈はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 世帯についておたずねします                                                              

【問２】お住まいの市町村を教えてください。（あてはまるもの１つに○） 

１． 市部 ２． 町村部 

 

 

 

【問３】お住まいの地域を教えてください。（あてはまるもの１つに○） 

１． 本島南部 （那覇市、豊見城市、糸満市、南城市、南風原町、八重瀬町、与那原町） 

２． 本島中部 
（浦添市、宜野湾市、沖縄市、うるま市、西原町、北谷町、嘉手納町、 

中城村、北中城村、読谷村） 

３． 本島北部 
（名護市、金武町、本部町、恩納村、宜野座村、今帰仁村、東村、大宜味村、 

国頭村） 

４． 先島地域 （宮古島市、石垣市、与那国町、多良間村、竹富町） 

５． その他離島 
（久米島町、渡嘉敷村、座間味村、粟国村、渡名喜村、南大東村、北大東村、 

 伊平屋村、伊是名村、伊江村） 

母子・父子世帯とは・・・ 

 

◎配偶者のない女性・男性と２０歳未満の子どもをもつ世帯とします。 

 

他に同居者がいても、この条件を満たせば母子・父子世帯とします。 

ただし、婚姻していなくても、事実上の婚姻関係（内縁関係）にある方がいる場合は母子・父

子世帯としません。また、単身赴任、出稼ぎ、子どもの就学等により、配偶者と一時的に別居し

ている場合も母子・父子世帯としません。 

●回答は、封筒に記載されていた宛名のご本人が記入ください。 

●２０２３年１０月１日現在の状況をお答えください。 
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【問４】あなたと一緒に生活している家族は、あなたを含めて何人ですか。（あてはまるもの１つに〇） 

１． 自分１人 ２． ２人 ３． ３人 ４． ４人 

５． ５人 ６． ６人 ７． ７人 ８． ８人以上 

 

 

 

【問５】あなたと一緒に生活している方をお答えください。（あてはまるものすべてに〇） 

１. 子ども ２． 実の親 ３． 義理の親 ４. 兄弟姉妹（義兄弟姉妹） 

５． 子の配偶者 ６． その他 ７． 同居者はいない（自分１人） 

 

 

 

【問６】あなたと生計をともにしている「１９歳以下」のお子さんがいますか。（あてはまるもの１つに○） 

      ※学校や入院等のため同居していない方や、１年以内の出稼ぎの方も含めてください。 

１． いる   ２． いない  ➡ 問７へ 

 

 

   【問６－１】問６で「１．いる」と答えた方におたずねします。 

お子さん（１９歳以下）の人数について、就学・就労別にお答えください。 

（枠内に数字で記入してください。いない場合は、０とご記入ください） 

１． 就学前  人  ２． 小学生  人 

       

３． 中学生  人  ４． 高校生  人 

       

５． 短大・高専  人  ６． 専門学校  人 

       

７． 大学生  人  ８． 就職している  人 

       

９． 無職・求職中  人  1０. その他  人 

 

 

 

【問７】あなたと生計をともにしている「２０歳以上」のお子さんはいますか。（あてはまるもの１つに○） 

１． いる   ２． いない  ➡ 問８へ（次のページ） 

 

 

   【問７-1】問７で「１．いる」と答えた方におたずねします。何人いますか。（枠内に数字で記入してください） 

 人 
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 あなたについておたずねします                                                       

【問８】あなたの年齢を教えてください。（あてはまるもの１つに○）  

１． ２０歳未満  ２． 2０～２４歳 ３． 25～２９歳 ４． 30～３４歳 

５． 35～３９歳 ６． 40～４４歳 ７． 45～４９歳 ８． 50～５４歳 

９． 55～５９歳 10． ６０～６４歳 1１． 6５歳以上  

 

 

 

【問９】ひとり親世帯になって、何年たちましたか。（あてはまるもの１つに○） 

１． ２年未満 ２． ２年以上５年未満 ３． ５年以上１０年未満 ４． １０年以上 

 

 

 

【問１０】あなたの現在の健康状態等はいかがですか。（あてはまるものすべてに〇） 

１． 健康である ２． 通院している 

３． 入院中である ４． 通院していないが体調が悪い 

５． 障害認定を受けている（難病をのぞく） ６. 指定難病の認定を受けている 

７. その他  

 

 

 

【問１１】あなたの最終学歴について、あてはまるもの１つに〇をつけてください。  

１． 中学校 ２． 高校 ３． 高等専門学校 ４． 短大 

５． 大学・大学院 ６. 専修学校・各種学校 ７． その他  

 

 

 

【問１２】ひとり親世帯になる前の時期に、家庭の中で次のようなことがありましたか。（あてはまるものすべてに〇） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１. 失業・不就労の問題 ２． 元配偶者のギャンブルの問題 

３. アルコールや薬物の問題 ４． 借金の問題 

５. 主な稼ぎ手が生活費を入れない問題 ６． 子どもへの暴力・虐待 

７. 子どもの病気や障害 ８． 元配偶者の病気や障害 

９. あなたの病気や障害 １０. 元配偶者からのあなたへの暴言・暴力 

１１. あてはまるものはない  
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【問１３】あなたがひとり親世帯になった理由について、あてはまるもの１つに○をつけてください。   

 １． 死別   ➡ 問１８へ（７ページ） 

生別 

２． 協議離婚 ３． 調停離婚 ４． 審判離婚 
➡ 問１４へ 

５． 裁判離婚 ６． 未婚  

７． 遺棄 ８． 行方不明 ９． その他 ➡ 問１８へ（７ページ） 

注１）遺    棄：調査日まで１年以上配偶者が子と同居せず、扶養義務を果たしていない場合 

注２）行方不明：調査日まで１年以上、遭難・失踪等により配偶者の生死が不明な場合 

 

※問１3で２～６と答えた方におたずねします。 

 養育費および面会交流のことでおたずねします                                          

【問１４】養育費の取り決めの状況について、あてはまるもの１つに〇をつけてください。 

 

 

 

 

 

       【問１４－1】問１４で「１．取り決めをしている」と答えた方におたずねします。 

取り決めの方法について、あてはまるもの１つに〇をつけてください。 

 

 

 

 
➡ 問１５へ（次のページ） 

 

  【問１４－２】問１４で「２．取り決めをしていない」と答えた方におたずねします。 

あなたが養育費の取り決めをしていない理由のうち、あてはまるものすべてに〇をつけてください。 

 

 

  【問１４－３】問１４－２で選んだ理由のうち、もっとも大きな理由の番号を、番号記入欄に記載してください。 

番号記入欄  

１． 取り決めをしている ➡ 問１４－１へ 

２． 取り決めをしていない ➡ 問１４－２へ 

１． 文書あり（判決、調停、審判など裁判所における取り決め、強制執行認諾条項付きの公正証書） 

２． 文書あり（その他の文書） 

３． 文書なし 

１. 自分の収入等で経済的に問題ないから ２. 取り決めの交渉がわずらわしいから 

３. 相手に支払う意思がないと思ったから ４. 相手に支払う能力がないと思ったから 

５. 相手に養育費を請求できることを知らなかったから 
６. 子どもを引き取った方が、養育費を負担するも

のと思っていたから 

７. 取り決めの交渉をしたが、まとまらなかったから ８. 現在交渉中または今後交渉予定であるから 

９. 相手から身体的・精神的暴力を受けたから １０. 相手と関わりたくないから 

１１. その他  
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【問１５】面会交流の取り決めの状況について、あてはまるもの１つに〇をつけてください。 

 

 

 

 

 

  【問１５－1】問１５で「１．取り決めをしている」と答えた方におたずねします。 

取り決めの方法について、あてはまるもの１つに〇をつけてください。 

 

 

 

 

 

➡ 問１６へ（次のページ） 

 

 

  【問１５－２】問１５で「２．取り決めをしていない」と答えた方におたずねします。 

あなたが面会交流の取り決めをしていない理由のうち、あてはまるものすべてに〇をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【問１５－３】問１５－２で選んだ理由のうち、もっとも大きな理由の番号を、番号記入欄に記載してください。 

番号記入欄  

 

 

１． 取り決めをしている ➡ 問１５－１へ 

２． 取り決めをしていない ➡ 問１５－２へ 

１． 文書あり（調停、審判など裁判所における取り決め） 

２． 文書あり（その他の文書） 

３． 文書なし 

１. 取り決めの交渉がわずらわしいから 

２. 相手から身体的・精神的暴力や児童虐待があったから 

３. 相手と関わり合いたくないから 

４. 相手が面会交流を希望しないから 

５. 取り決めをしなくても交流できるから 

６. 子どもの連れ去りや虐待の可能性があるから 

７． 子どもが会いたがらないから 

８． 相手が養育費を支払わないまたは支払えないから 

９. 面会交流をすることが子どものためにならないと思うから 

１０. 親族が反対しているから 

１１. 取り決めの交渉をしたが、まとまらなかったから 

１２． 現在交渉中または今後交渉予定であるから 

１３． その他 
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【問１６】お子さんの父親、または母親からの養育費の受給の状況について、あてはまるもの１つに〇をつけてください。 

 

 

 

 

    

 

              

【問１６－１】問１６で「１．現在も受けている」「２．受けたことがあるが現在は受けていない」と答えた方にお

たずねします。 

養育費の額を記入してください。 
        

１． 月額 約    
万  千円 

２． 決まっていない 

        

 

 

 

 

【問１７】お子さんの父親、または母親とお子さんとの面会交流の実施状況について、あてはまるもの１つに〇をつけ

てください。 

 

 

 

 

 

 

 

   【問１７－１】問１７で「１．現在、面会交流を行っている」「２．過去に面会交流を行ったことがあるが、現在は行

っていない」と答えた方におたずねします。 

面会交流の頻度のうち、あてはまるもの１つに〇をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１． 現在も受けている 
➡ 問１６－１へ 

２． 受けたことがあるが現在は受けていない 

３． 受けたことがない     ➡ 問１７へ 

１． 現在、面会交流を行っている 
➡ 問１７－１へ 

２． 過去に面会交流を行ったことがあるが、現在は行っていない 

３． 面会交流を行ったことがない    ➡ 問１８へ（次のページ） 

１． 月２回以上 ２． 月１回  

３． ２～３か月に１回以上 ４． ４～６か月に１回以上  

５. 長期休暇中 ６. 別途協議 ７. その他 
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※ここからは全員、ご回答ください。 

 現在の暮らしの状況についておたずねします                                                     

【問１８】あなたのお住まいについて教えてください。（あてはまるもの１つに〇） 

１． 公営住宅（県営・市町村営団地・住宅） ➡ 問１９へ 

２． 持ち家（自己所有の住宅・マンション） 

➡ 問１８－１へ 

３． 持ち家（父母等の家に同居） 

４． 民間の借家（アパート・賃貸マンション） 

５． 借間（部屋を借りている） 

６． その他 

 

 

【問１８－１】問１８で２～６と答えた方におたずねします。 

あなたは公営住宅に入居を希望していますか。（あてはまるもの１つに〇） 

１． 希望する（応募した経験あり） 

２． 希望する（応募した経験なし） 

３． 希望しない 

 

 

 

 

【問１９】あなたのご⾃宅には、部屋がいくつありますか。（あてはまるもの１つに〇） 

※台所・トイレ・⾵呂・納⼾を除いた、部屋の数を数えてください。台所と居間が同じ空間にある場合（リビングダイニング

等）は、1つと数えてください。 

１． １室 ２． ２室 ３． ３室 ４． ４室 ５． ５室 ６． ６室以上 

 

 

 

 

【問２０】１か月あたりに支払う住居費はいくらですか。 

持ち家の場合は住宅ローン返済額、賃貸の場合は、家賃または間代に共益費または管理費（共用部

分の電気料・清掃費等）を加えた額を教えてください。 

※駐車場代を家賃とは別に支払っている場合は、駐車場代を省いた額を記載ください。 

※住居費の負担がない場合は０とご記入ください。 

（枠内に数字で記入してください） 

       

１か月あたり    
万  千円 
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【問２１】現在、とくに不安や悩みに感じていることは何ですか。下記の中から３つまで番号で記入してください。 

   

 

１. 家計（生活費） ２． 住宅 ３． 仕事 

４. 家事 ５． 子育て・教育 ６． 自分の健康 

７. 親族の健康・介護 8． 相談相手がいない ９． 精神的苦痛 

10. 孤独感 11. 元配偶者とのトラブル 12. 借入金・ローンの返済 

１３. ひとり親世帯への偏見 １４. その他 １５. 特になし 

 

 

 

 

【問２２】心配ごと、困ったことなどの相談は、誰（どこ）にしていますか。下記の中から３つまで番号で記入してください。 

   

 

１． 家族・親族 ２． 友人・知人 ３． 同じ立場の人 

４． 市町村役場・保健所・福祉事務所 ５． 民生委員・児童委員 ６． 母子寡婦福祉会 

７. その他ひとり親支援団体 ８． 相談する人がいない ９． その他 

1０. 特に困っていない   

 

 

 

 

【問２３】子育てに関して経済的に負担に感じていることは何ですか。下記の中から２つまで番号で記入してください。 

  

 

１. 保育料（保育所、放課後児童クラブ等）にかかる費用 ２． 塾代 

３． 通学にかかる交通費 ４. 進学にかかる費用 ５． 医療費 

６． その他 ７. 特になし  
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【問２４】あなたは、現在の暮らしの状況をどう感じていますか。（あてはまるもの１つに〇） 

 

 

 

 

 

 

【問２５】最近の物価高騰で生活は苦しくなったと感じていますか。（あてはまるもの１つに〇） 

１． おおいに感じる ２． ある程度感じる ３． あまり感じない ４． まったく感じない 

 

 

 

 子育てについておたずねします                                                            

【問２６】お子さんの健康・発達の状況はいかがですか。（あてはまるものすべてに〇） 

１. みんな健康である ２. 通院している病気がある子がいる 

3. 入院している子がいる ４. 通院していないが体調の悪い子がいる 

５. 障害がある子がいる（難病をのぞく） ６. 指定難病の認定を受けている子がいる 

７. 発達に遅れのある子がいる ８． その他 

 

 

 

【問２７】子育てについて、どのような不安・悩みを感じますか。下記の中から２つまで番号で記入してください。 

  

 

１. 発育・発達 ２． 育児 ３． しつけ ４. 病気・障害 

５. いじめ ６． 不登校 ７． 非行 ８. 学校成績 

９. 進学（費用面） 1０． 進学（学力） １１． 就職 12. その他 

１３. 特になし    

 

 

 

 

【問２８】お子さんの進学はどこまでを考えていますか。（あてはまるもの１つに〇） 

１． 中学校 ２． 高校 ３． 高等専門学校 ４． 短大 

５． 大学・大学院 ６. 専修学校・各種学校 ７． その他  

 

 

１． 大変苦しい ２． 苦しい ３． やや苦しい 4. ふつう 

５． ややゆとりがある ６． ゆとりがある ７． 大変ゆとりがある  
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 お仕事についておたずねします                                                           

【問２９】あなたがひとり親世帯になる前の雇用形態について、あてはまるもの１つに○をつけてください。  

１． 正規の職員・従業員 ２． 労働者派遣事業所の派遣社員 ３． パート・アルバイト等 

４． 会社などの役員 ５． 自営業 ６． 家族従業者 

７． その他 ８． 不就業  

 

 

 

【問３０】ひとり親世帯になった前後で、仕事や働き方に変化はありましたか。（あてはまるもの１つに〇） 

１． 仕事や働き方に変化があった ➡ 問３０－１へ 

２． 同じ仕事で同じ働き方を続けた 
➡ 問３１へ 

３． 引き続き就労しなかった 

 

 

【問３０－１】問３０で「１． 仕事や働き方に変化があった」と答えた方におたずねします。  

ひとり親世帯になった前後での、お仕事の変化の内容を教えてください。 

（あてはまるものすべてに〇） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問３１】あなたは、ひとり親世帯になって以降、何回転職をしましたか。（あてはまるもの１つに〇） 

１． ０回 ２． １回 ３．２回 ４． ３回 ５． ４回 ６． ５回以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

１． 無職だったが仕事を始めた ２． 仕事をやめて無職になった 

３． パート・臨時から、常勤に変わった ４． 常勤から、パート・臨時に変わった 

５． 収入の多い仕事へ転職した 6． 仕事の数を増やした 

７． 仕事の数を減らした ８． 勤務時間を増やした 

９． 勤務時間を減らした 10. その他 
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【問３２】あなたの現在の雇用形態について、あてはまるもの１つに〇をつけてください。  

１． 正規の職員・従業員 ２． 労働者派遣事業所の派遣社員 

➡ 問３３へ ３． パート・アルバイト等 ４． 会社などの役員  

５． 自営業 ６． 家族従業者 ７． その他 

８． 不就業   ➡ 問３２－１へ 

 

            

  【問３２－１】問３２で「８．不就業」と答えた方におたずねします。 

                あなたには就職する希望がありますか。（あてはまるもの１つに〇） 

 

 

 

 

 

 

【問３２－２】問３２－１で「２． 就職したい（求職中でない）」と答えた方におたずねします。  

就職していない（就業できない）理由のうち、あてはまるものすべてに〇をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

      【問３２－３】問３２-２で選んだ理由のうち、もっとも大きな理由の番号を、番号記入欄に記載してください。 

番号記入欄    

 

 

【問３３】問３２で１～７と答えた方におたずねします。 

①あなたの主な仕事にあてはまるもの１つに〇をつけてください。 

１. 管理的職業従事者 ２. 専門的・技術的職業従事者 ３. 事務従事者 

４. 販売従事者 ５. サービス職業従事者 ６. 保安職業従事者 

７. 農林漁業従事者 ８. 生産工程従事者 ９. 輸送・機械運転従事者 

１０. 建設・採掘従事者 １１. 運搬・清掃・包装等従事者  

1２. その他の就業者 （12-1. 在宅就業者     12-2. 個人事業主    12-3. その他） 

１． 就職したい（求職中である） ➡ 問３５へ（１３ページ） 

２． 就職したい（求職中でない） ➡ 問３２－２へ 

３． 就職は考えていない ➡ 問３５へ（１３ページ） 

１． 子どもの世話をしてくれる人がいない ２． 病気（病弱）で働けない 

３． 職業訓練を受けたり、技術を修得中である ４． 収入面で条件の合う仕事がない 

５． 時間について条件の合う仕事がない ６． 年齢的に条件の合う仕事がない 

７. その他  

問３５へ（１３ページ） 
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②１週間の就業時間を教えてください。（あてはまるもの１つに〇） 

※ふだん残業している場合は、それも含めてお答えください。 

１． １５時間未満 ２． １５～２０時間未満 ３． ２０～２５時間未満 

４． ２５～３０時間未満 ５． ３０～３５時間未満 ６． ３５～４０時間未満 

７． ４０～５０時間未満 ８． ５０時間以上  

 

 

 

③あなたの帰宅時間（自宅で営業している場合には終業する時間）は、何時ごろですか。 

（あてはまるもの１つに〇） 

１． 午後６時以前 ２． 午後６時～８時までの間 ３． 午後８時～１０時までの間 

４． 午後１０時～１２時までの間 ５． 深夜・早朝 ６． 交代制勤務などで一定しない 

 

   

  

④あなたは現在、主な仕事について、転職する希望がありますか。（あてはまるもの１つに〇） 

 

 

 

 

 

 

⑤ ④で「２． 仕事を変えたい」と答えた方におたずねします。  

理由のうち、あてはまるものすべてに〇をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ⑥ ⑤で選んだ理由のうち、もっとも大きな理由の番号を、番号記入欄に記載してください。 

番号記入欄  

 

 

 

【問３４】あなたは現在、主な仕事以外に別の仕事（副業）をしていますか。（あてはまるもの１つに〇） 

 

 

１． 現在の仕事を続けたい ➡ 問３４へ 

２． 仕事を変えたい ➡ 問３３⑤へ 

３． 仕事をやめたい ➡ 問３４へ 

１． 収入がよくない ２． 勤め先が自宅から遠い ３． 健康がすぐれない 

４． 仕事の内容がよくない ５． 職場環境になじめない 6． 労働時間があわない 

７． 社会保険がないまたは不十分 ８． 休みが少ない ９． 身分が安定していない 

10. 経験や能力が発揮できない 11. 降格 12. その他 

１． していない ２． している 
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 収入などについておたずねします                                                          

【問３５】令和４年（２０２２年）のあなたの世帯の年間総収入ならびにあなたご自身の年間総収入および年間就

労収入の金額について、記入してください。 

※年間総収入には、すべての収入（生活保護法に基づく給付、児童扶養手当等の社会保障給付金、就労収入（税金や

社会保険料を含みます）、別れた配偶者からの養育費、親からの仕送り、家賃・地代の収入等）を含んでください。また、

詳細な金額がわからない場合は、概ねの金額で記入してください。 

※必ず、世帯の年間総収入 ≧ 自身の年間総収入 ≧ 自身の年間就労収入となるように記載してください。 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                               

 

 

 

   金額 

         

①同居親族を含むあなたの世帯の年間総収入 約     万円 

         

         

 ②うち、あなたご自身の年間総収入 約     万円 

         

         

  ③うち、あなたご自身の年間就労収入 約     万円 

         

 

 

 

 

【問３６】貯金の状況について教えてください。（あてはまるもの１つに〇） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１． 貯金はない ２． １０万円未満 ３． １０～５０万円未満 

４． ５０～１００万円未満 ５． １００～２００万円未満 6． ２００～３００万円未満 

７． ３００～４００万円未満 ８． ４００～５００万円未満 ９． ５００万円以上 

 

 

●社会保障給付金（生活保護、児童

扶養手当、特別児童扶養手当など) 

●養育費 

●仕送り 

●家賃・地代の収入  など 

就労収入（額面） 

税金や社会保険料含む 

年間 

総収入 

※すべて記入してください。同額の場合も省略せずに記載してください。 

※収入がない場合は、０とご記入ください。 
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【問３７】あなたの現在の社会保険の加入の状況について、それぞれあてはまるもの１つに〇をつけてください。 

①雇用保険 

 

 

 

 

②健康保険 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ③公的年金 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問３８】あなたは現在、生活保護、公的年金または児童扶養手当を受給していますか。 

（それぞれ、あてはまるもの１つに〇） 

     ①生活保護 

 

 

 

 

②公的年金（遺族年金、障害年金、老齢年金など） 

 

 

 

 

     ③児童扶養手当 

 

 

１． 加入している ２． 加入していない 

１． 被用者保険（協会けんぽ、組合健保、共済組合など）に加入している 

２． 国民健康保険に加入している 

３． 国民健康保険料の減免を受けている 

４． その他（生活保護ほか） 

５． 加入していない 

１． 被用者年金（厚生年金、共済組合など）に加入している 

２． 国民年金に加入している 

３． 国民年金の減免を受けている 

４． その他 

５． 加入していない 

１． 受給している ２． 受給していない 

１． 受給している ２． 受給していない 

１． 受給している（全部支給） ２． 受給している（一部支給） ３． 受給していない 



 

- 264 - 

 福祉制度や行政機関への要望についておたずねします                                                          

【問３９】あなたが取得している資格を教えてください。（あてはまるものすべてに〇） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問４０】あなたは、今後資格を取得したいと考えていますか。（あてはまるもの１つに〇） 

 

 

 

 

    【問４０－１】問４０で「１．考えている」と答えた方におたずねします。 

今後取得したいと考えている資格を、下記の中から３つまで番号で記入してください。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１. 教員・保育士など ２. 看護師・准看護師 

３. 理容師・美容師 ４. エステティシャン・美容関係 

５. 医療事務 6. 行政書士 

７. 簿記 ８. 外国語検定 

９. パソコン基礎（エクセル、ワードなど） 1０. パソコン応用（プログラミングなど） 

１１. キャリアコンサルタント １２. 宅建士 

１３. 理学療法士・作業療法士 1４. 介護福祉士・ホームヘルパー 

１５. 社会福祉士・精神保健福祉士 1６. 調理師・栄養士 

1７. 普通自動車第二種免許 1８. 大型自動車免許（一種・二種） 

１９. 土木・建築・電気・水道等技師 ２０. その他 

２１. 特になし  

１． 考えている ２． 考えていない   ➡ 問４１へ（次のページ） 

１. 教員・保育士など ２. 看護師・准看護師 

３. 理容師・美容師 ４. エステティシャン・美容関係 

５. 医療事務 6. 行政書士 

７. 簿記 ８. 外国語検定 

９. パソコン基礎（エクセル、ワードなど） 1０. パソコン応用（プログラミングなど） 

１１. キャリアコンサルタント １２. 宅建士 

１３. 理学療法士・作業療法士 1４. 介護福祉士・ホームヘルパー 

１５. 社会福祉士・精神保健福祉士 1６. 調理師・栄養士 

1７. 普通自動車第二種免許 1８. 大型自動車免許（一種・二種） 

１９. 土木・建築・電気・水道等技師 ２０. その他 

２１. 特になし  
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【問４１】あなたは、下記の相談窓口・支援施設・支援事業を利用したことがありますか。A～Ｐそれぞれについて、あ

てはまるもの１つに〇をつけてください。なお、「利用したことがない」のうち「５．制度を知らなかった」は、ほ

かの選択肢と重複回答を可能とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  １．利用している 

または利用した 
利用したことがない 

ことがある ２．満足し

ている 

３．今後 

利用したい 

 

４．今後も利

用するつも

りはない 

５．制度を知

らなかった 

A. 母子家庭等就業・自立支援センター事業 １ ２ ３ ４ ５ 

B. 面会交流支援事業 １ ２ ３ ４ ５ 

C. 公正証書作成、養育費保証支援 １ ２ ３ ４ ５ 

D. 公共職業安定所（ハローワーク） １ ２ ３ ４ ５ 

E. グッジョブセンターおきなわ １ ２ ３ ４ ５ 

F. 自立支援教育訓練給付金事業 １ ２ ３ ４ ５ 

G. 高等職業訓練促進給付金事業 １ ２ ３ ４ ５ 

H. 高等職業訓練促進資金貸付金事業 

（住宅支援資金貸付金） 
１ ２ ３ ４ ５ 

I. 日常生活支援事業 

（家庭生活支援員（ヘルパー派遣等）） 
１ ２ ３ ４ ５ 

J. ゆいはぁと事業（住宅支援など） １ ２ ３ ４ ５ 

K. 子育て総合支援事業（無料塾） １ ２ ３ ４ ５ 

L. 母子父子寡婦福祉資金貸付金 １ ２ ３ ４ ５ 

M. 生活福祉資金貸付金 １ ２ ３ ４ ５ 

N. 高等学校卒業程度認定試験合格支援事業 １ ２ ３ ４ ５ 

      

以下は、母子世帯のみご回答ください。 

O. 母子生活支援施設（旧母子寮） １ ２ ３ ４ ５ 

P. 婦人相談所（女性相談センター） １ ２ ３ ４ ５ 
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＜参考＞ 

 

 

 

【問４２】仕事に関して、とくにどのような支援を望んでいますか。下記の中から３つまで番号で記入してください。 

   

 

１． 仕事の紹介 ２． 技術・資格取得の支援 

３． 職業訓練の機会の充実 ４． 訓練受講の際の経済的援助 

５． 仕事に関する相談窓口の充実 ６． テレワーク・在宅勤務制度の充実 

７. フレックスタイム制度の充実 ８. 始業または終業時刻の繰り上げ・繰り下げ 

９． ホームヘルパー等の派遣 １０. 保育所や学童保育の整備 

１１． 延長保育や休日保育の充実 １２. 病児保育の充実 

1３. その他 1４. 特になし 

 

A．母子家庭等就業・自立支援セ

ンター事業 

ひとり親家庭等に対して、就業相談や就業支援講習会の実施、就業情報の提供など一貫
した就業支援サービスや、養育費専門相談員による養育費の相談など生活支援サービス
を提供する 

C．公正証書作成、 

養育費保証支援 

公正証書等の作成に係る費用や養育費保証契約を締結する際の初回費用負担について
補助する事業（上限５万円、１人１回限り） 

E．グッジョブセンターおきなわ 
生活に関する不安や困りごと、就労相談、仕事探しに関する悩みについてワンストップで相
談・支援を行う 

F．自立支援教育訓練給付金事業 雇用保険法に定める指定教育訓練講座を受講し、修了した場合、経費の６０%を支給する 

G．高等職業訓練促進給付金事業 

母子家庭の母、父子家庭の父の訓練受講中の生活の安定を図るため、１年以上養成機
関で修業する場合に、一定期間（最大４８か月）給付金を支給し、生活費の負担軽減を図
り、資格取得を促進する 

H．高等職業訓練促進資金貸付金

事業（住宅支援資金貸付金） 

高等職業訓練促進資金貸付金：Ｇの受給者を対象に、入学準備金（５０万円）、就職準備
金（２０万円）を貸し付ける。 
住宅支援資金貸付金：プログラム策定事業により自立支援を受けながら自立に向けて意
欲的に取り組むひとり親に対し、家賃額を上限４万円、最長１２か月の範囲で貸し付ける 

I．日常生活支援事業（家庭生活

支援員（ヘルパー派遣等）） 
一時的に家事や育児が困難になったとき、ヘルパーを派遣し日常生活をサポートする事業 

J．ゆいはぁと事業 

（住宅支援など） 

支援が必要な母子家庭または父子家庭に対し、民間アパートの１室を借り上げ、住宅支援
を中心に、生活、就労、子育て、子どもへの学習支援等の総合的支援を行う 

K．子育て総合支援事業（無料塾） 生活困窮世帯等の児童生徒（小学生～高校生）に対する学習支援を行う 

L．母子父子寡婦福祉資金貸付金 ひとり親世帯を対象にした、低利または無利子の資金貸付。窓口は市町村役場 

M．生活福祉資金貸付金 
所得が一定水準以下の世帯や新型コロナウイルスで休業したり失業した世帯等を対象と
した低利または無利子の資金貸付。窓口は市町村の社会福祉協議会 

N．高等学校卒業程度認定試験

合格支援事業 

ひとり親家庭の親とその児童が高等学校卒業程度認定試験合格のための講座を受講す
る場合、その費用の一部を支給する 

O．母子生活支援施設 

（旧母子寮） 

母子保護が必要な母子家庭を施設へ入所させ自立に向けた支援を行う。県内では、さく
ら（那覇市）、浦和寮（浦添市）、レインボーハイツ（沖縄市）がある 
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【問４３】国や県および市町村等に対して、とくに要望したいことは何ですか。 

下記の中から３つまで番号で記入してください。 

   

 

１． 職業・技術訓練の機会の充実 ２． 職業の紹介の充実、就労機会の拡大 

３． 公営住宅・団地の優先入居 ４． 認可保育所への優先入所 

５． 学童保育等の充実 ６. 生活に関する相談窓口の充実 

７． 子育てに関する相談窓口の充実 ８. 公的貸付金制度の充実 

９. 各種年金・手当等の充実 10. 医療保健（医療費助成）の充実 

11. ひとり親支援団体などへの活動支援 12. その他 

 

 

 

 

 

【問４４】最後に、暮らしやお仕事、お子さんについてなど、制度や支援策へのご要望やご意見などがありましたら

ご自由にお書きください。 

※この欄に記入された内容は、個人を特定することのないよう十分に注意して集計し、統計データとして公表します。もし

個人が特定できるような内容があった場合は、その部分の公表は控えますので、安心してご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

これで質問は終わりです。ご協力いただき、ありがとうございました。 
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２０２３年度 沖縄県ひとり親世帯等実態調査 

（寡婦世帯用） 

沖縄県子ども生活福祉部  

青少年・子ども家庭課 

 

この調査は、沖縄県のひとり親世帯等のみなさまの生活実態を総合的に把握し、よりよい福祉行政を進める

ための基礎資料を得ることを目的に、おおむね５年に１度調査を行うものです。 

ご多忙とは存じますが、調査の趣旨をご理解の上、ご協力くださいますようお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記入について 

 

提出について 

 

お問合せ 

 

県内の全市町村の協力を得て、寡婦世帯と考えられる世帯を住民基本台帳などから把握し、無作為抽出によりこの調査票

をお届けしています。 

一部の方で該当しない可能性があります。その場合は大変恐縮ですが、１ページ目をご確認いただきご返送をお願いします。 

◎この調査では、２０２３年１０月１日現在の状況をお答えください。 

◎お名前やご住所を書く必要はありません。 

◎調査の回答は統計的に処理し、個人を特定することはありません。また、目的以外に使うことはありません。 

◎答えたくない質問には、答える必要はありません。 

◎鉛筆またはボールペンで回答してください。 

◎答えは、あてはまる番号に〇印をつけるか、数字や文章で書いてください。 

◎同封の返信用封筒に記入いただいた調査票を入れて、提出期限までにポストに投函ください。（切手不要） 

◎インターネットでも回答できます。詳細は、同封の「ご協力のお願い」をご参照ください。 

※調査票に記載されている ID、パスワードはWEBアンケートのためのものです。個人を特定することに使用しておりません。 

◎回答いただいた方みなさまに、QUOカード（500円）を進呈いたします（ただし、問１で「該当しない」と

回答した方は対象外となります）。 抽選ではなく、ご希望の方全員にお送りします。 

同封のQUOカード送付用封筒に送付先のご住所・お名前をご記入の上、調査票とともに返送ください。 

受託事業者  一般社団法人 Co-Link（コリンク）    調査協力：沖縄大学 

TEL：０９８－９４３－８９３８（受付時間９～17時 月～金）    Mail: info@co-link.okinawa 
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【問１】あなたの世帯は、「寡婦世帯」にあてはまりますか。（あてはまるもの１つに〇） 

１． 該当する  問２に進み、最後の質問までお答えください。 

   

２． 該当しない  

これで調査は終わりです。同封の返信用封筒でご返送ください。 

ご協力ありがとうございました。 

※該当しない方には、QUOカードの進呈はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 世帯についておたずねします                                                              

【問２】お住まいの市町村を教えてください。（あてはまるもの１つに○） 

１． 市部 ２． 町村部 

 

 

 

【問３】お住まいの地域を教えてください。（あてはまるもの１つに○） 

１． 本島南部 （那覇市、豊見城市、糸満市、南城市、南風原町、八重瀬町、与那原町） 

２． 本島中部 
（浦添市、宜野湾市、沖縄市、うるま市、西原町、北谷町、嘉手納町、 

中城村、北中城村、読谷村） 

３． 本島北部 
（名護市、金武町、本部町、恩納村、宜野座村、今帰仁村、東村、大宜味村、 

国頭村） 

４． 先島地域 （宮古島市、石垣市、与那国町、多良間村、竹富町） 

５． その他離島 
（久米島町、渡嘉敷村、座間味村、粟国村、渡名喜村、南大東村、北大東村、 

 伊平屋村、伊是名村、伊江村） 

寡婦世帯とは・・・ 

 

◎配偶者のない女性と２０歳以上の子どもをもつ世帯、または４０歳以上７０歳未満の配偶者の

ない女性で子どものいない世帯とします。 

 

他に同居者がいても、この条件を満たせば寡婦世帯とします。 

ただし、婚姻していなくても、事実上の婚姻関係（内縁関係）にある方がいる場合は寡婦世帯

としません。また、単身赴任、出稼ぎ、子どもの就学等により、配偶者と一時的に別居している場

合も寡婦世帯としません。 

 

●回答は、封筒に記載されていた宛名のご本人が記入ください。 

●２０２３年１０月１日現在の状況をお答えください。 
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【問４】あなたと一緒に生活している家族は、あなたを含めて何人ですか。（あてはまるもの１つに〇） 

１． 自分１人 ２． ２人 ３． ３人 ４． ４人 

５． ５人 ６． ６人 ７． ７人 ８． ８人以上 

 

 

 

 

【問５】あなたと一緒に生活している方をお答えください。（あてはまるものすべてに〇） 

１. 子ども ２． 実の親 ３． 義理の親 ４. 兄弟姉妹（義兄弟姉妹） 

５． 子の配偶者 ６． その他 ７． 同居者はいない（自分１人） 

 

 

 

 

【問６】あなたと生計をともにしている「２０歳以上」のお子さんがいますか。（あてはまるもの１つに○） 

      ※学校や入院等のため同居していない方や、１年以内の出稼ぎの方も含めてください。 

１． いる    ２． いない 

 

 

  【問６－１】問６で「１．いる」と答えた方におたずねします。 

お子さん（２０歳以上）の人数について、就学・就労別にお答えください。 

（枠内に数字で記入してください。いない場合は、０とご記入ください） 

１． 短大・高専  人  ２． 専門学校  人 

       

３． 大学生  人  ４． 就職している  人 

       

５． 無職・求職中  人  ６． その他  人 
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 あなたについておたずねします                                                            

【問７】あなたの年齢を教えてください。（あてはまるもの１つに○）  

１． 2０歳未満 ２． 2０～２４歳 ３． 2５～２９歳 ４． ３０～３４歳 

５． 3５～３９歳 ６． ４０～４４歳 ７． 4５～４９歳 ８． 5０～５４歳 

９． 5５～５９歳 １０． ６０～６４歳 1１． 6５～６９歳 1２. ７０歳以上 

 

 

 

【問８】あなたの現在の健康状態等はいかがですか。（あてはまるものすべてに〇） 

１． 健康である ２． 通院している 

３． 入院中である ４． 通院していないが体調が悪い 

５． 障害認定を受けている（難病をのぞく） ６. 指定難病の認定を受けている 

７. その他  

 

 

 

 

 現在の暮らしの状況についておたずねします                                                     

【問９】あなたのお住まいについて教えてください。（あてはまるもの１つに〇） 

１． 公営住宅（県営・市町村営団地・住宅） ➡ 問１０へ（次のページ） 

２． 持ち家（自己所有の住宅・マンション） 

➡ 問９－１へ 

３． 持ち家（父母等の家に同居） 

４． 民間の借家（アパート・賃貸マンション） 

５． 借間（部屋を借りている） 

６． その他 

 

 

 

【問９－１】問９で２～６と答えた方におたずねします。 

         あなたは公営住宅に入居を希望していますか。（あてはまるもの１つに〇） 

１． 希望する（応募した経験あり） 

２． 希望する（応募した経験なし） 

３． 希望しない 
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【問１０】あなたのご⾃宅には、部屋がいくつありますか。（あてはまるもの１つに〇） 

※台所・トイレ・⾵呂・納⼾を除いた、部屋の数を数えてください。台所と居間が同じ空間にある場合（リビングダイニング

等）は、1つと数えてください。 

１． １室 ２． ２室 ３． ３室 ４． ４室 ５． ５室 ６． ６室以上 

 

 

 

 

【問１１】１か月あたりに支払う住居費はいくらですか。 

持ち家の場合は住宅ローン返済額、賃貸の場合は、家賃または間代に共益費または管理費（共用部

分の電気料・清掃費等）を加えた額を教えてください。 

※駐車場代を家賃とは別に支払っている場合は、駐車場代を省いた額を記載ください。 

※住居費の負担がない場合は０とご記入ください。 

（枠内に数字で記入してください） 

       

１か月あたり    
万  千円 

       

 

 

 

 

【問１２】現在、とくに不安や悩みに感じていることは何ですか。下記の中から３つまで番号で記入してください。 

   

 

１. 家計（生活費） ２． 住宅 ３． 仕事 

４. 家事 ５． 子育て・教育 ６． 自分の健康 

７. 親族の健康・介護 8． 相談相手がいない ９． 精神的苦痛 

10. 孤独感 11. 元配偶者とのトラブル 12. 借入金・ローンの返済 

１３. ひとり親世帯への偏見 １４. その他 １５. 特になし 
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【問１３】心配ごと、困ったことなどの相談は、誰（どこ）にしていますか。下記の中から３つまで番号で記入してください。 

   

 

１. 家族・親族 ２． 友人・知人 ３． 同じ立場の人 

４. 市町村役場・保健所・福祉事務所 ５． 民生委員・児童委員 ６． 母子寡婦福祉会 

７. その他ひとり親支援団体 ８． 相談する人がいない ９． その他 

1０. 特に困っていない   

 

 

 

 

【問１４】最近の物価高騰で生活は苦しくなったと感じていますか。（あてはまるもの１つに〇） 

１． おおいに感じる ２． ある程度感じる ３． あまり感じない ４． まったく感じない 

 

 

 

 

【問１５】あなたは、現在の暮らしの状況をどう感じていますか。（あてはまるもの１つに〇） 

        

 

 

 

 

 

 

 

１． 大変苦しい ２． 苦しい ３． やや苦しい 4. ふつう 

５． ややゆとりがある ６． ゆとりがある ７． 大変ゆとりがある  
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 お仕事についておたずねします                                                        

【問１６】あなたが配偶者と離別する前の雇用形態について、あてはまるもの１つに○をつけてください。  

１． 正規の職員・従業員 ２． 労働者派遣事業所の派遣社員 ３． パート・アルバイト等 

４． 会社などの役員 ５． 自営業 ６． 家族従業者 

７． その他 ８． 不就業  

 

 

 

 

【問１７】寡婦世帯になった前後で、仕事や働き方に変化はありましたか。（あてはまるもの１つに〇） 

１． 仕事や働き方に変化があった ➡ 問１７－１へ 

２． 同じ仕事で同じ働き方を続けた 
➡ 問１８へ（次のページ） 

３． 引き続き就労しなかった 

 

 

【問１７－１】問１７で「１． 仕事や働き方に変化があった」と答えた方におたずねします。  

寡婦世帯になった前後での、お仕事の変化の内容を教えてください。（あてはまるものすべてに〇） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１． 無職だったが仕事を始めた ２． 仕事をやめて無職になった 

３． パート・臨時から、常勤に変わった ４． 常勤から、パート・臨時に変わった 

５． 収入の多い仕事へ転職した 6． 仕事の数を増やした 

７． 仕事の数を減らした ８． 勤務時間を増やした 

９． 勤務時間を減らした 10. その他 
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【問１８】あなたの現在の雇用形態について、あてはまるもの１つに〇をつけてください。  

１． 正規の職員・従業員 ２． 労働者派遣事業所の派遣社員 

➡ 問１９へ ３． パート・アルバイト等 ４． 会社などの役員  

５． 自営業 ６． 家族従業者 ７． その他 

８． 不就業   ➡ 問１８－１へ 

 

            

  【問１８－１】問１８で「８．不就業」と答えた方におたずねします。 

                 あなたには就職する希望がありますか。（あてはまるもの１つに〇） 

 

 

 

 

 

 

【問１８－２】問１８－１で「２． 就職したい（求職中でない）」と答えた方におたずねします。  

就職していない（就業できない）理由のうち、あてはまるものすべてに〇をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

      【問１８－３】問１８-２で選んだ理由のうち、もっとも大きな理由の番号を、番号記入欄に記載してください。 

番号記入欄    

 

 

【問１９】問１８で１～７と答えた方におたずねします。 

①あなたの主な仕事にあてはまるもの１つに〇をつけてください。 

１. 管理的職業従事者 ２. 専門的・技術的職業従事者 ３. 事務従事者 

４. 販売従事者 ５. サービス職業従事者 ６. 保安職業従事者 

７. 農林漁業従事者 ８. 生産工程従事者 ９. 輸送・機械運転従事者 

１０. 建設・採掘従事者 １１. 運搬・清掃・包装等従事者  

1２. その他の就業者 （12-1. 在宅就業者     12-2. 個人事業主    12-3. その他） 

１． 就職したい（求職中である） ➡ 問２１へ（９ページ） 

２． 就職したい（求職中でない） ➡ 問１８－２へ 

３． 就職は考えていない ➡ 問２１へ（９ページ） 

１． 子どもの世話をしてくれる人がいない ２． 病気（病弱）で働けない 

３． 職業訓練を受けたり、技術を修得中である ４． 収入面で条件の合う仕事がない 

５． 時間について条件の合う仕事がない ６． 年齢的に条件の合う仕事がない 

７. その他  

問２１へ（９ページ） 
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②１週間の就業時間を教えてください。（あてはまるもの１つに〇） 

   ※ふだん残業している場合は、それも含めてお答えください。 

１． １５時間未満 ２． １５～２０時間未満 ３． ２０～２５時間未満 

４． ２５～３０時間未満 ５． ３０～３５時間未満 ６． ３５～４０時間未満 

７． ４０～５０時間未満 ８． ５０時間以上  

 

 

 

③あなたの帰宅時間（自宅で営業している場合には終業する時間）は、何時ごろですか。 

（あてはまるもの１つに〇） 

１． 午後６時以前 ２． 午後６時～８時までの間 ３． 午後８時～１０時までの間 

４． 午後１０時～１２時までの間 ５． 深夜・早朝 ６． 交代制勤務などで一定しない 

 

 

 

④あなたは現在、主な仕事について、転職する希望がありますか。（あてはまるもの１つに〇） 

 

 

 

 

 

 

⑤ ④で「２． 仕事を変えたい」と答えた方におたずねします。  

理由のうち、あてはまるものすべてに〇をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ ⑤で選んだ理由のうち、もっとも大きな理由の番号を、番号記入欄に記載してください。 

番号記入欄  

 

 

 

【問２０】あなたは現在、主な仕事以外に別の仕事（副業）をしていますか。（あてはまるもの１つに〇） 

 

１． 現在の仕事を続けたい ➡ 問 20へ 

２． 仕事を変えたい ➡ 問 19⑤へ 

３． 仕事をやめたい ➡ 問２０へ 

１． 収入がよくない ２． 勤め先が自宅から遠い ３． 健康がすぐれない 

４． 仕事の内容がよくない ５． 職場環境になじめない 6． 労働時間があわない 

７． 社会保険がないまたは不十分 ８． 休みが少ない ９． 身分が安定していない 

10. 経験や能力が発揮できない 11. 降格 12. その他 

１． していない ２． している 
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 収入などについておたずねします                                                          

【問２１】令和４年（２０２２年）のあなたの世帯の年間総収入ならびにあなたご自身の年間総収入および年間就

労収入の金額について、記入してください。 

※年間総収入には、すべての収入（生活保護法に基づく給付、児童扶養手当等の社会保障給付金、就労収入（税金や

社会保険料を含みます）、別れた配偶者からの養育費、親からの仕送り、家賃・地代の収入等）を含んでください。また、

詳細な金額がわからない場合は、概ねの金額で記入してください。 

※必ず、世帯の年間総収入 ≧ 自身の年間総収入 ≧ 自身の年間就労収入となるように記載してください。 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                               

 

 

 

   金額 

         

①同居親族を含むあなたの世帯の年間総収入 約     万円 

         

         

 ②うち、あなたご自身の年間総収入 約     万円 

         

         

  ③うち、あなたご自身の年間就労収入 約     万円 

         

 

 

 

 

【問２２】貯金の状況について教えてください。（あてはまるもの１つに〇） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１． 貯金はない ２． １０万円未満 ３． １０～５０万円未満 

４． ５０～１００万円未満 ５． １００～２００万円未満 6． ２００～３００万円未満 

７． ３００～４００万円未満 ８． ４００～５００万円未満 ９． ５００万円以上 

 

 

●社会保障給付金（生活保護、児童

扶養手当、特別児童扶養手当など) 

●養育費 

●仕送り 

●家賃・地代の収入  など 

就労収入（額面） 

税金や社会保険料含む 

年間 

総収入 

※すべて記入してください。同額の場合も省略せずに記載してください。 

※収入がない場合は、０とご記入ください。 
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【問２３】あなたの現在の社会保険の加入の状況について、それぞれあてはまるもの１つに〇をつけてください。 

①雇用保険 

 

 

 

 

②健康保険 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ③公的年金 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問２４】あなたは現在、生活保護、公的年金を受給していますか。（それぞれ、あてはまるもの１つに〇） 

     ①生活保護 

 

 

 

 

②公的年金（遺族年金、障害年金、老齢年金など） 

 

 

 

１． 加入している ２． 加入していない 

１． 被用者保険（協会けんぽ、組合健保、共済組合など）に加入している 

２． 国民健康保険に加入している 

３． 国民健康保険料の減免を受けている 

４． その他（生活保護ほか） 

５． 加入していない 

１． 被用者年金（厚生年金、共済組合など）に加入している 

２． 国民年金に加入している 

３． 国民年金の減免を受けている 

４． その他 

５． 加入していない 

１． 受給している ２． 受給していない 

１． 受給している ２． 受給していない 
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 福祉制度や行政機関への要望についておたずねします                                                            

【問２５】あなたが取得している資格を教えてください。（あてはまるものすべてに〇） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問２６】あなたは、今後資格を取得したいと考えていますか。（あてはまるもの１つに〇） 

 

 

 

 

    【問２６－１】問２６で「１．考えている」と答えた方におたずねします。 

今後取得したいと考えている資格を、下記の中から３つまで番号で記入してください。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１. 教員・保育士など ２. 看護師・准看護師 

３. 理容師・美容師 ４. エステティシャン・美容関係 

５. 医療事務 6. 行政書士 

７. 簿記 ８. 外国語検定 

９. パソコン基礎（エクセル、ワードなど） 1０. パソコン応用（プログラミングなど） 

１１. キャリアコンサルタント １２. 宅建士 

１３. 理学療法士・作業療法士 1４. 介護福祉士・ホームヘルパー 

１５. 社会福祉士・精神保健福祉士 1６. 調理師・栄養士 

1７. 普通自動車第二種免許 1８. 大型自動車免許（一種・二種） 

１９. 土木・建築・電気・水道等技師 ２０. その他 

２１. 特になし  

１． 考えている ２． 考えていない   ➡ 問２７へ（次のページ） 

１. 教員・保育士など ２. 看護師・准看護師 

３. 理容師・美容師 ４. エステティシャン・美容関係 

５. 医療事務 6. 行政書士 

７. 簿記 ８. 外国語検定 

９. パソコン基礎（エクセル、ワードなど） 1０. パソコン応用（プログラミングなど） 

１１. キャリアコンサルタント １２. 宅建士 

１３. 理学療法士・作業療法士 1４. 介護福祉士・ホームヘルパー 

１５. 社会福祉士・精神保健福祉士 1６. 調理師・栄養士 

1７. 普通自動車第二種免許 1８. 大型自動車免許（一種・二種） 

１９. 土木・建築・電気・水道等技師 ２０. その他 

２１. 特になし  
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【問２７】あなたは、下記の相談窓口・支援施設・支援事業を利用したことがありますか。A～Ｇそれぞれについて、

あてはまるもの１つに〇をつけてください。なお、「利用したことがない」のうち「５．制度を知らなかった」

は、ほかの選択肢と重複回答を可能とします。 

 

＜参考＞ 

 

 

【問２８】仕事に関して、とくにどのような支援を望んでいますか。下記の中から３つまで番号で記入してください。 

   

 

１． 仕事の紹介 ２． 技術・資格取得の支援 

３． 職業訓練の機会の充実 ４． 訓練受講の際の経済的援助 

５． 仕事に関する相談窓口の充実 ６． テレワーク・在宅勤務制度の充実 

７. フレックスタイム制度の充実 ８. 始業または終業時刻の繰り上げ・繰り下げ 

９． ホームヘルパー等の派遣 １０. 保育所や学童保育の整備 

１１． 延長保育や休日保育の充実 １２. 病児保育の充実 

1３. その他 1４. 特になし 

  １．利用している 

または利用した 
利用したことがない 

ことがある ２．満足し

ている 

３．今後 

利用したい 

 

４．今後も利

用するつも

りはない 

５．制度を知

らなかった 

A. 母子家庭等就業・自立支援センター事業 １ ２ ３ ４ ５ 

B. 公共職業安定所（ハローワーク） １ ２ ３ ４ ５ 

C. グッジョブセンターおきなわ １ ２ ３ ４ ５ 

D. 日常生活支援事業 

（家庭生活支援員（ヘルパー派遣等）） 
１ ２ ３ ４ ５ 

E. 母子父子寡婦福祉資金貸付金 １ ２ ３ ４ ５ 

F. 生活福祉資金貸付金 １ ２ ３ ４ ５ 

G. 婦人相談所（女性相談センター） １ ２ ３ ４ ５ 

A．母子家庭等就業・自立支援セ

ンター事業 

ひとり親家庭等に対して、就業相談や就業支援講習会の実施、就業情報の提供など一貫
した就業支援サービスや、養育費専門相談員による養育費の相談など生活支援サービス
を提供する 

C．グッジョブセンターおきなわ 
生活に関する不安や困りごと、就労相談、仕事探しに関する悩みについてワンストップで相
談・支援を行う 

D．日常生活支援事業（家庭生

活支援員（ヘルパー派遣等）） 
一時的に家事や育児が困難になったとき、ヘルパーを派遣し日常生活をサポートする事業 

E．母子父子寡婦福祉資金貸付金 ひとり親世帯を対象にした、低利または無利子の資金貸付。窓口は市町村役場 

F．生活福祉資金貸付金 
所得が一定水準以下の世帯や新型コロナウイルスで休業したり失業した世帯等を対象と
した低利または無利子の資金貸付。窓口は市町村の社会福祉協議会 
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【問２９】国や県および市町村等に対して、とくに要望したいことは何ですか。 

下記の中から３つまで番号で記入してください。 

   

 

１． 職業・技術訓練の機会の充実 ２． 職業の紹介の充実、就労機会の拡大 

３． 公営住宅・団地の優先入居 ４． 生活に関する相談窓口の充実 

５． 公的貸付金制度の充実 ６. 各種年金・手当等の充実 

７. 医療保健（医療費助成）の充実 ８. ひとり親支援団体などへの活動支援 

９. その他  

 

 

 

 

【問３０】最後に、暮らしやお仕事、お子さんについてなど、制度や支援策へのご要望やご意見などがありましたら

ご自由にお書きください。 

※この欄に記入された内容は、個人を特定することのないよう十分に注意して集計し、統計データとして公表します。もし

個人が特定できるような内容があった場合は、その部分の公表は控えますので、安心してご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

これで質問は終わりです。ご協力いただき、ありがとうございました。 
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２０２３年度 沖縄県ひとり親世帯等実態調査 

（養育者世帯用） 

沖縄県子ども生活福祉部  

青少年・子ども家庭課 

 

この調査は、沖縄県のひとり親世帯等のみなさまの生活実態を総合的に把握し、よりよい福祉行政を進める

ための基礎資料を得ることを目的に、おおむね５年に１度調査を行うものです。 

ご多忙とは存じますが、調査の趣旨をご理解の上、ご協力くださいますようお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記入について 

 

提出について 

 

お問合せ 

 

県内の全市町村の協力を得て、養育者世帯と考えられる世帯を住民基本台帳などから把握し、無作為抽出によりこの調査

票をお届けしています。 

一部の方で該当しない可能性があります。その場合は大変恐縮ですが、１ページ目をご確認いただきご返送をお願いします。 

◎この調査では、２０２３年１０月１日現在の状況をお答えください。 

◎お名前やご住所を書く必要はありません。 

◎調査の回答は統計的に処理し、個人を特定することはありません。また、目的以外に使うことはありません。 

◎答えたくない質問には、答える必要はありません。 

◎鉛筆またはボールペンで回答してください。 

◎答えは、あてはまる番号に〇印をつけるか、数字や文章で書いてください。 

◎同封の返信用封筒に記入いただいた調査票を入れて、提出期限までにポストに投函ください。（切手不要） 

◎インターネットでも回答できます。詳細は、同封の「ご協力のお願い」をご参照ください。 

※調査票に記載されている ID、パスワードはWEBアンケートのためのものです。個人を特定することに使用しておりません。 

◎回答いただいた方みなさまに、QUOカード（500円）を進呈いたします（ただし、問１で「該当しない」と

回答した方は対象外となります）。 抽選ではなく、ご希望の方全員にお送りします。 

同封のQUOカード送付用封筒に送付先のご住所・お名前をご記入の上、調査票とともに返送ください。 

受託事業者  一般社団法人 Co-Link（コリンク）    調査協力：沖縄大学 

TEL：０９８－９４３－８９３８（受付時間９～17時 月～金）    Mail: info@co-link.okinawa 
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【問１】あなたの世帯は、「養育者世帯」にあてはまりますか。（あてはまるもの１つに〇） 

１． 該当する  問２に進み、最後の質問までお答えください。 

   

２． 該当しない  

これで調査は終わりです。同封の返信用封筒でご返送ください。 

ご協力ありがとうございました。 

※該当しない方には、QUOカードの進呈はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 世帯についておたずねします                                                              

【問２】お住まいの市町村を教えてください。（あてはまるもの１つに○） 

１． 市部 ２． 町村部 

 

 

 

【問３】お住まいの地域を教えてください。（あてはまるもの１つに○） 

１． 本島南部 （那覇市、豊見城市、糸満市、南城市、南風原町、八重瀬町、与那原町） 

２． 本島中部 
（浦添市、宜野湾市、沖縄市、うるま市、西原町、北谷町、嘉手納町、 

中城村、北中城村、読谷村） 

３． 本島北部 
（名護市、金武町、本部町、恩納村、宜野座村、今帰仁村、東村、大宜味村、 

国頭村） 

４． 先島地域 （宮古島市、石垣市、与那国町、多良間村、竹富町） 

５． その他離島 
（久米島町、渡嘉敷村、座間味村、粟国村、渡名喜村、南大東村、北大東村、 

 伊平屋村、伊是名村、伊江村） 

 

養育者世帯とは・・・ 

 

◎父母に養育されていない２０歳未満の子どもと、その子どもを養育している者で構成されてい

る世帯、または父母に養育されていない子どものみの世帯とします。 

  学校や入院等のため同居していない方や１年以内の出稼ぎの方も含めてください。 

●回答は、封筒の宛名のご本人、または父母のいないお子さんを養育されて

いる方がご記入ください。 

●２０２３年１０月１日現在の状況をお答えください。 
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【問４】あなたと一緒に生活している家族は、あなたを含めて何人ですか。（あてはまるもの１つに〇） 

１． 自分１人 ２． ２人 ３． ３人 ４． ４人 

５． ５人 ６． ６人 ７． ７人 ８． ８人以上 

 

 

 

 

【問５】あなたと一緒に生活している方をお答えください。（あてはまるものすべてに〇） 

１. 養育しているお子さん ２． あなたの子ども（養育しているお子さん以外） 

３． 配偶者（妻・夫） ４． あなたの父母（義父母含む） 

５． あなたの祖父母（義理の祖父母含む） ６． あなたの兄弟姉妹（義兄弟姉妹含む） 

７. その他 ８． 同居人はいない（自分１人） 

 

 

 

 

【問６】あなたが養育している父母のいないお子さん（１９歳以下）の人数について、就学・就労別にお答えください。 

       ※学校や入院等のため同居していない方や、１年以内の出稼ぎの方も含めてお答えください。 

（枠内に数字で記入してください。いない場合は、０とご記入ください） 

１． 就学前  人  ２． 小学生  人 

       

３． 中学生  人  ４． 高校生  人 

       

５． 短大・高専  人  ６． 専門学校  人 

       

７． 大学生  人  ８． 就職している  人 

       

９． 無職・求職中  人  1０. その他  人 
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【問７】養育者の続柄（お子さんからみたあなた）を、教えてください。（あてはまるもの１つに○） 

１． 祖父母 ２． おじ・おば ３． 兄・姉 4. 義理の兄・姉 5． その他 

 

 

 

 

【問８】養育しているお子さんの、父母のいない理由は何ですか。（それぞれ、あてはまるもの１つに〇） 

A. 父 

１． 病死 ２． 災害、事故死 ３． その他死亡 

４． 離婚 ５． 未婚の母 ６． 遺棄 

７． 配偶者の心身障害 ８． 家出、行方不明  ９. その他 

B. 母 

１． 病死 ２． 災害、事故死 ３． その他死亡 

４． 離婚 ５． 未婚の父 ６． 遺棄 

７． 配偶者の心身障害 ８． 家出、行方不明  ９. その他 

 

 

 

 

 

 あなたについておたずねします                                                        

【問９】あなたの年齢を教えてください。（あてはまるもの１つに○）  

１． ２０歳未満  ２． 2０～２４歳 ３． 25～２９歳 ４． 30～３４歳 

５． 35～３９歳 ６． 40～４４歳 ７． 45～４９歳 ８． 50～５４歳 

９． 55～５９歳 10． 60～６４歳 11. 65歳以上  

 

 

 

 

【問１０】お子さんの養育者になって、何年たちましたか。（あてはまるもの１つに○） 

        ※父母に養育されていない複数のお子さんを養育している場合などは、最初に養育者となってからの年数 

１． ２年未満 ２． ２年以上５年未満 ３． ５年以上１０年未満 ４． １０年以上 
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【問１１】あなたの現在の健康状態等はいかがですか。（あてはまるものすべてに〇） 

１． 健康である ２． 通院している 

３． 入院中である ４． 通院していないが体調が悪い 

５． 障害認定を受けている（難病をのぞく） ６. 指定難病の認定を受けている 

７. その他  

 

 

 

 

【問１２】あなたの最終学歴について、あてはまるもの１つに〇をつけてください。  

１． 中学校 ２． 高校 ３． 高等専門学校 ４． 短大 

５． 大学・大学院 ６. 専修学校・各種学校 ７． その他  

 

 

 

 

 現在の暮らしの状況についておたずねします                                                     

【問１３】あなたのお住まいについて教えてください。（あてはまるもの１つに〇） 

１． 公営住宅（県営・市町村営団地・住宅） ➡ 問１４へ（次のページ） 

２． 持ち家（自己所有の住宅・マンション） 

➡ 問１３－１へ 

３． 持ち家（父母等の家に同居） 

４． 民間の借家（アパート・賃貸マンション） 

５． 借間（部屋を借りている） 

６． その他 

 

 

【問１３－１】問１３で２～６と答えた方におたずねします。 

          あなたは公営住宅に入居を希望していますか。（あてはまるもの１つに〇） 

１． 希望する（応募した経験あり） 

２． 希望する（応募した経験なし） 

３． 希望しない 
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【問１４】あなたのご⾃宅には、部屋がいくつありますか。（あてはまるもの１つに〇） 

※台所・トイレ・⾵呂・納⼾を除いた、部屋の数を数えてください。台所と居間が同じ空間にある場合（リビングダイニング

等）は、1つと数えてください。 

１． １室 ２． ２室 ３． ３室 ４． ４室 ５． ５室 ６． ６室以上 

 

 

 

【問１５】１か月あたりに支払う住居費はいくらですか。 

持ち家の場合は住宅ローン返済額、賃貸の場合は、家賃または間代に共益費または管理費（共用部

分の電気料・清掃費等）を加えた額を教えてください。 

※駐車場代を家賃とは別に支払っている場合は、駐車場代を省いた額を記載ください。 

※住居費の負担がない場合は０とご記入ください。 

（枠内に数字で記入してください） 

       

１か月あたり    
万  千円 

       

 

 

 

 

【問１６】現在、とくに不安や悩みに感じていることは何ですか。下記の中から３つまで番号で記入してください。 

   

 

１. 家計（生活費） ２． 住宅 ３． 仕事 

４. 家事 ５． 子育て・教育 ６． 自分の健康 

７. 親族の健康・介護 8． 相談相手がいない ９． 精神的苦痛 

10. 孤独感 11. 借入金・ローンの返済 12. その他 

１３. 特になし   

 

 

 

 

【問１７】心配ごと、困ったことなどの相談は、誰（どこ）にしていますか。下記の中から３つまで番号で記入してください。 

   

 

１． 家族・親族 ２． 友人・知人 ３． 同じ立場の人 

４． 市町村役場・保健所・福祉事務所 ５． 民生委員・児童委員 ６． 母子寡婦福祉会 

７. その他ひとり親支援団体 ８． 相談する人がいない ９． その他 

1０. 特に困っていない   
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【問１８】子育てに関して経済的に負担に感じていることは何ですか。下記の中から２つまで番号で記入してください。 

  

 

１. 保育料（保育所、放課後児童クラブ等）にかかる費用 ２． 塾代 

３． 通学にかかる交通費 ４. 進学にかかる費用 ５． 医療費 

６． その他 ７. 特になし  

 

 

 

 

【問１９】あなたは、現在の暮らしの状況をどう感じていますか。（あてはまるもの１つに〇） 

 

 

 

 

 

 

 

【問２０】最近の物価高騰で生活は苦しくなったと感じていますか。（あてはまるもの１つに〇） 

１． おおいに感じる ２． ある程度感じる ３． あまり感じない ４． まったく感じない 

 

 

 

 

 子育てについておたずねします                                                            

【問２１】養育している父母のいないお子さんの健康・発達の状況はいかがですか。（あてはまるものすべてに〇） 

１. みんな健康である ２. 通院している病気がある子がいる 

3. 入院している子がいる ４. 通院していないが体調の悪い子がいる 

５. 障害がある子がいる（難病をのぞく） ６. 指定難病の認定を受けている子がいる 

７. 発達に遅れのある子がいる ８． その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１． 大変苦しい ２． 苦しい ３． やや苦しい 4. ふつう 

５． ややゆとりがある ６． ゆとりがある ７． 大変ゆとりがある  
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【問２２】子育てについて、どのような不安・悩みを感じますか。下記の中から２つまで番号で記入してください。 

  

 

１. 発育・発達 ２． 育児 ３． しつけ ４. 病気・障害 

５. いじめ ６． 不登校 ７． 非行 ８. 学校成績 

９. 進学（費用面） 1０． 進学（学力） １１． 就職 12. その他 

１３. 特になし    

 

 

 

 

【問２３】養育している父母のいないお子さんの進学はどこまでを考えていますか。（あてはまるもの１つに〇） 

１． 中学校 ２． 高校 ３． 高等専門学校 ４． 短大 

５． 大学・大学院 ６. 専修学校・各種学校 ７． その他  

 

 

 

 

 

 お仕事についておたずねします                                                        

【問２４】あなたが現在養育している父母のいないお子さんを養育するようになる前の雇用形態について、あては

まるもの１つに○をつけてください。  

１． 正規の職員・従業員 ２． 労働者派遣事業所の派遣社員 ３． パート・アルバイト等 

４． 会社などの役員 ５． 自営業 ６． 家族従業者 

７． その他 ８． 不就業  
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【問２５】あなたの現在の雇用形態について、あてはまるもの１つに〇をつけてください。  

１． 正規の職員・従業員 ２． 労働者派遣事業所の派遣社員 

➡ 問２６へ ３． パート・アルバイト等 ４． 会社などの役員  

５． 自営業 ６． 家族従業者 ７． その他 

８． 不就業   ➡ 問２５－１へ 

 

            

  【問２５－１】問２５で「８．不就業」と答えた方におたずねします。 

                あなたには就職する希望がありますか。（あてはまるもの１つに〇） 

 

 

 

 

 

 

【問２５－２】問２５－１で「２． 就職したい（求職中でない）」と答えた方におたずねします。  

就職していない（就業できない）理由のうち、あてはまるものすべてに〇をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

      【問２５－３】問２５-２で選んだ理由のうち、もっとも大きな理由の番号を、番号記入欄に記載してください。 

番号記入欄    

 

 

【問２６】問２５で１～７と答えた方におたずねします。 

①あなたの主な仕事にあてはまるもの１つに〇をつけてください。 

１. 管理的職業従事者 ２. 専門的・技術的職業従事者 ３. 事務従事者 

４. 販売従事者 ５. サービス職業従事者 ６. 保安職業従事者 

７. 農林漁業従事者 ８. 生産工程従事者 ９. 輸送・機械運転従事者 

１０. 建設・採掘従事者 １１. 運搬・清掃・包装等従事者  

1２. その他の就業者 （12-1. 在宅就業者     12-2. 個人事業主    12-3. その他） 

１． 就職したい（求職中である） ➡ 問２８へ（１０ページ） 

２． 就職したい（求職中でない） ➡ 問２５－２へ 

３． 就職は考えていない ➡ 問２８へ（１０ページ） 

１． 子どもの世話をしてくれる人がいない ２． 病気（病弱）で働けない 

３． 職業訓練を受けたり、技術を修得中である ４． 収入面で条件の合う仕事がない 

５． 時間について条件の合う仕事がない ６． 年齢的に条件の合う仕事がない 

７. その他  

問２８へ（１０ページ） 

 



 

- 291 - 

②１週間の就業時間を教えてください。（あてはまるもの１つに〇） 

※ふだん残業している場合は、それも含めてお答えください。 

１． １５時間未満 ２． １５～２０時間未満 ３． ２０～２５時間未満 

４． ２５～３０時間未満 ５． ３０～３５時間未満 ６． ３５～４０時間未満 

７． ４０～５０時間未満 ８． ５０時間以上  

 

 

 

③あなたの帰宅時間（自宅で営業している場合には終業する時間）は、何時ごろですか。 

（あてはまるもの１つに〇） 

１． 午後６時以前 ２． 午後６時～８時までの間 ３． 午後８時～１０時までの間 

４． 午後１０時～１２時までの間 ５． 深夜・早朝 ６． 交代制勤務などで一定しない 

 

 

 

④あなたは現在、主な仕事について、転職する希望がありますか。（あてはまるもの１つに〇） 

 

 

 

 

 

 

⑤ ④で「２． 仕事を変えたい」と答えた方におたずねします。  

理由のうち、あてはまるものすべてに〇をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ⑥ ⑤で選んだ理由のうち、もっとも大きな理由の番号を、番号記入欄に記載してください。 

番号記入欄  

 

 

 

【問２７】あなたは現在、主な仕事以外に別の仕事（副業）をしていますか。（あてはまるもの１つに〇） 

 

１． 現在の仕事を続けたい ➡ 問２７へ 

２． 仕事を変えたい ➡ 問２６⑤へ 

３． 仕事をやめたい ➡ 問２７へ 

１． 収入がよくない ２． 勤め先が自宅から遠い ３． 健康がすぐれない 

４． 仕事の内容がよくない ５． 職場環境になじめない 6． 労働時間があわない 

７． 社会保険がないまたは不十分 ８． 休みが少ない ９． 身分が安定していない 

10. 経験や能力が発揮できない 11. 降格 12. その他 

１． していない ２． している 
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 収入についておたずねします                                                          

【問２８】令和４年（２０２２年）のあなたの世帯の年間総収入ならびにあなたご自身の年間総収入および年間就

労収入の金額について、記入してください。 

※年間総収入には、すべての収入（生活保護法に基づく給付、児童扶養手当等の社会保障給付金、就労収入（税金や

社会保険料を含みます）、別れた配偶者からの養育費、親からの仕送り、家賃・地代の収入等）を含んでください。また、

詳細な金額がわからない場合は、概ねの金額で記入してください。 

※必ず、世帯の年間総収入 ≧ 自身の年間総収入 ≧ 自身の年間就労収入となるように記載してください。 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                               

 

 

 

   金額 

         

①同居親族を含むあなたの世帯の年間総収入 約     万円 

         

         

 ②うち、あなたご自身の年間総収入 約     万円 

         

         

  ③うち、あなたご自身の年間就労収入 約     万円 

         

 

 

 

 

【問２９】貯金の状況について教えてください。（あてはまるもの１つに〇） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１． 貯金はない ２． １０万円未満 ３． １０～５０万円未満 

４． ５０～１００万円未満 ５． １００～２００万円未満 6． ２００～３００万円未満 

７． ３００～４００万円未満 ８． ４００～５００万円未満 ９． ５００万円以上 

 

 

●社会保障給付金（生活保護、児童

扶養手当、特別児童扶養手当など) 

●養育費 

●仕送り 

●家賃・地代の収入  など 

就労収入（額面） 

税金や社会保険料含む 

年間 

総収入 

※すべて記入してください。同額の場合も省略せずに記載してください。 

※収入がない場合は、０とご記入ください。 
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【問３０】あなたの現在の社会保険の加入の状況について、それぞれあてはまるもの１つに〇をつけてください。 

①雇用保険 

 

 

 

 

②健康保険 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ③公的年金 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問３１】あなたは現在、生活保護、公的年金または児童扶養手当を受給していますか。 

（それぞれ、あてはまるもの１つに〇） 

     ①生活保護 

 

 

 

 

②公的年金（遺族年金、障害年金、老齢年金など） 

 

 

 

 

     ③児童扶養手当 

 

 

１． 加入している ２． 加入していない 

１． 被用者保険（協会けんぽ、組合健保、共済組合など）に加入している 

２． 国民健康保険に加入している 

３． 国民健康保険料の減免を受けている 

４． その他（生活保護ほか） 

５． 加入していない 

１． 被用者年金（厚生年金、共済組合など）に加入している 

２． 国民年金に加入している 

３． 国民年金の減免を受けている 

４． その他 

５． 加入していない 

１． 受給している ２． 受給していない 

１． 受給している ２． 受給していない 

１． 受給している（全部支給） ２． 受給している（一部支給） ３． 受給していない 



 

- 294 - 

 福祉制度や行政機関への要望についておたずねします                                                         

【問３２】あなたは、下記の相談窓口・支援施設・支援事業を利用したことがありますか。A～Ｄそれぞれについてあ

てはまるもの１つに〇をつけてください。なお、「利用したことがない」のうち「５．制度を知らなかった」は、

ほかの選択肢と重複回答を可能とします。 

 

 

＜参考＞ 

 

 

 

 

【問３３】仕事に関して、とくにどのような支援を望んでいますか。下記の中から３つまで番号で記入してください。 

   

 

１． 仕事の紹介 ２． 技術・資格取得の支援 

３． 職業訓練の機会の充実 ４． 訓練受講の際の経済的援助 

５． 仕事に関する相談窓口の充実 ６． テレワーク・在宅勤務制度の充実 

７. フレックスタイム制度の充実 ８. 始業または終業時刻の繰り上げ・繰り下げ 

９． ホームヘルパー等の派遣 １０. 保育所や学童保育の整備 

１１． 延長保育や休日保育の充実 １２. 病児保育の充実 

1３. その他 1４. 特になし 

 

  １．利用している 

または利用した 
利用したことがない 

ことがある ２．満足し
ている 

３．今後 

利用したい 

 

４ ． 今後も

利用するつ

もりはない 

５ ． 制度を

知らなかっ

た 

A. 公共職業安定所（ハローワーク） １ ２ ３ ４ ５ 

B. 日常生活支援事業 

（家庭生活支援員（ヘルパー派遣等）） 
１ ２ ３ ４ ５ 

C. 子育て総合支援事業（無料塾） １ ２ ３ ４ ５ 

D. 生活福祉資金貸付金 １ ２ ３ ４ ５ 

B．日常生活支援事業（家庭生活

支援員（ヘルパー派遣等）） 

一時的に家事や育児が困難になったとき、ヘルパーを派遣し日常生活をサポートする事
業 

C．子育て総合支援事業（無料塾） 生活困窮世帯等の児童生徒（小学生～高校生）に対する学習支援を行う 

D．生活福祉資金貸付金 
所得が一定水準以下の世帯や新型コロナウイルスで休業したり失業した世帯等を対象
とした低利または無利子の資金貸付。窓口は市町村の社会福祉協議会 
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【問３４】国や県および市町村等に対して、とくに要望したいことは何ですか。 

下記の中から３つまで番号で記入してください。 

   

 

１． 職業・技術訓練の機会の充実 ２． 職業の紹介の充実、就労機会の拡大 

３． 公営住宅・団地の優先入居 ４． 認可保育所への優先入所 

５． 学童保育等の充実 ６. 生活に関する相談窓口の充実 

７． 子育てに関する相談窓口の充実 ８. 公的貸付金制度の充実 

９. 各種年金・手当等の充実 10. 医療保健（医療費助成）の充実 

11. ひとり親支援団体などへの活動支援 12. その他 

 

 

 

 

【問３５】最後に、暮らしやお仕事、お子さんについてなど、制度や支援策へのご要望やご意見などがありました

らご自由にお書きください。 

※この欄に記入された内容は、個人を特定することのないよう十分に注意して集計し、統計データとして公表します。も

し個人が特定できるような内容があった場合は、その部分の公表は控えますので、安心してご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

これで質問は終わりです。ご協力いただき、ありがとうございました。 

 

                                             

                                             

                                             

                                             

                                             

                                             

                                             

                                                      

                                             

                                             

                                             



 

 

 

 


